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足立区ホームページ携帯向け
サイトへの二次元コードです
バーコード読み取り機能付き
携帯電話でご利用になれます

区長へのファクス　FAX3880- 5678
あだち広報は毎月2 回( 10 日・25日) 、
ズ ームアップは年4 回( 5 ・7・10・1 月) 発行

今号の
主な内容

2
・
3
面

あだち配食サービス/19 年度
足立区功労者/ 人材募集/ 休
日応急診療所

4
・
5

面

大地震に備え、我が家を耐震
化/「光の祭典」協賛金募集/
納税通知用封筒の広告募集

6
・
7
面

国民年金保険料の免除制度/
パブリックコメント( 意見募
集) / 催し物

8
面

郷土博物館特別展/「わたしの便利
帳」・「あだちマップ」・「足立区洪水
ハザードマップ」を全戸配付します

収支は、今年度も健全
～18年度普通会計決算～ お問い合わせは、財政課へ　　3880―5814
18年度普通会計決算がまとまりました。歳

入は、2, 281億円、歳出は2, 199億円で、前年
度より歳入は2. 1% 増、歳出は0. 7%増となり
ました。また、1 年間の実質収支は、都から
の交付金などが大きく伸び、77億円の黒字
で、昨年に引き続き良好な水準を保っていま
す( 表1) 。なお、18年度決算は、現在第3 回
足立区議会定例会で審議されています。

表1　 普通会計決算総括 表( 増減率を除き、単位:億円)
普通会計決算とは、総務省の定める其準
で整理したものです。他自治体の財政状
況と比較することができます。
記事中の金額などは、表示単位未満を端

数調整していないため、加減乗除した金
額には一致しない場合があります。
くわしくは、区のホームページで公表し
ます。

歳

入

収入は国や都からの交付金が頼りです
歳入総額のうち、都区

財政調整交付金( 都が課
税し ている固定資産税な
どから区へ交付されるお
金) が前年度比で、92 億
円増の1, 011 億円でした。
こ の 金 額 は、自 主 財 源
( 区が独自に調達する財
源) である特別区税の約2. 7
倍 にもなり、全体 の

構成比でも44. 3% を占め
ています。( 図1)

図1　 財源別歳入決算額

歳入総額
2, 281億円

特定財源
722億円
31. 7% 一般財源

1, 559億円
68. 3%

一 般財源 … 使途が特定されず、どのような経費にも使用することができる財源
特 定財源 … 使途が特定され、特定の経費にのみ使用できる財源

特別区税収入は昨年度に続き増えました

歳入の根幹を成す特別
区税は昨年に引き続き増
額となりまし た( 図2) 。
これは主に税制改正によ
るもので、自主財源の確
保という点では依然、厳
しい 状況にありま す。特
別区税の内訳は、前年度
比 で特別区民 税が8. 6%
増、軽自動 車 税が1. 8%
増、たば こ税 が0. 8% 減
で、全 体 で は7. 2% 増、25
億円の増収となりまし

た。

図2　 特別区税の推移

歳

出

民生費は1. 9% 減少したものの、1, 000億円を超えています

歳 出 総 額 で は、民 生 費
( 高齢者・児童福祉などの
経費) が特別養護老人ホー
ム整備助成の減額などで、
前年度 比19億円減 の1, 006
億円となりました。
また、土木費が日暮里・

舎人ライナーの駅前広場や
都市 計画 道 路の 整備な ど
で、53億 円 増 の300億 円、
教育 費が 小学 校 改築な ど
で、28億 円増 の368億円 と
なっています。( 図3)

図3　 日的別歳出決算額

歳出総額
2, 199億円

18年度に行った主な事業
表3　18 年度の主な事業　　　　　　　( 単位: 百万円)

▲ 千寿双葉小学校

将来に備え預貯金( 積立金)を増額しました

家計でいうと、預貯金にあたる積立金が前年度比で206億円
増えました。一方、借金にあたる特別区債と債務負担額はあ
わせて39億円減りましたが、預貯金の2. 2倍も残っています。
依然、将来への負担は大きい　と言えます。( 表2)
表2　 将来にわたる実質的な財政負担( 増減率を除き、単位: 億円)

※ △ は、減を表す

決算歳出総額を仮に10, 000円とすると
表4　 決算歳出総額を仮に10, 000円とすると　　　　　(単位: 円)

わたし の便利 帳( リブイン) ・あだち マッフ ・足立区洪水ハザード マップを 全世帯にお届けし ます
配付期間=10月10日～25日　※ くわしくは8面へ
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み先係名など)

区の ホー ムペ ージア ドレ スは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

先着順の場合は、
10月11 日受付開始

福

祉

調
理
に
困
っ
て
い
る

方
へ
「
あ
だ
ち
配
食

サ
ー
ビ
ス

」

高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
食

事
の
支
度
が
困
難
な
方
に
、
あ
だ
ち

配
食
サ
ー
ビ
ス
協
力
店
が
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
自
宅
へ
届
け

ま
す
。
申
込
=
直
接
配
食
サ
ー
ビ

ス
協
力
店
へ

※
く
わ
し
く
は
、
9

月
上
旬
に
全
戸
配
付
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
P
R
展

日
時
=
1
0月
2
4日
㈲
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
協
力
店
に

よ
る
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月

入
居
者
補
欠
募
集

現
在
は
空
室
が
な
い
た
め
補
欠
募

集
で
す
。
次
回
募
集
時
(
2
0年
2
月

予
定
)
ま
で
に
空
室
が
出
な
い
と
き

は
無
効
と
な
り
ま
す
。
対
象
=
次

の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
・
:区
内

在
住
で
満
6
0歳
以
上
/
自
炊
が
で
き

な
い
程
度
の
身
体
機
能
の
低
下

、
ま

た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
、
独
立
し
た

生
活
に
不
安
が
あ
る
/
身
の
回
り
の

こ
と
は
自
分
で
で
き
る
(
介
護
保
険

制
度
の
要
介
護
に
当
て
は
ま
る
方
は

対
象
外
)
/

使
用
料
が
負
担
で
き
る
(

本
人
の
年
収
に
よ
り
月
額
約
3
万

～
1
2万
円
の
ほ
か
実
費
相
当
分
)
/

保
証
人
を
立
て
ら
れ
る

内
容
=
高

齢
者
が
食
事
の
提
供
や
入
浴
の
準

備
、
生
活
相
談
な
ど
を
受
け
な
が

ら
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送

る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

募
集
部
屋
数
=

▽
1
人
部
屋
…
若
干
名

▽
2
人

部
屋
…
若
干
名

※
2

人
部
屋
に

は
、
夫
婦
・
兄
弟
姉
妹
・
親
子
な
ど

で
入
居
可

申
込
用
紙
配
付
期
間
=
1
0

月
1
0日
～
2
3日
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)

※
申
込
用
紙
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
民
事
務
所
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
、
施
設
支
援
係
で

配
付

申
込
=
電
話
連
絡
後
、
本
人

と
保
証
人
が
申
込
用
紙
を
施
設
に
持

参

申
先
=
ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
(
六

月
1
-
6
-
1
)(

5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=
施
設
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
4
9
8

障
害
者
週
間
記
念
事
業

参
加
者
募
集

□
作
品
展

日
時
=
1
1
月
3
0
日
肺
～
1
2
月
6
日

困
、
午
前
9
時
～
午
後
6
時

場
所
=

区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー
お
よ
び

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容
=
絵
画
、

書
道
、
工
芸
、
手
芸
な
ど
の
展
示

期
限
=
1
0月
2
6日
廁
申
込
書
必
着

□
舞
台
発
表
会

日
時
=
1
2
月
1
日
出
、
午
前
1
1
時
～

午
後
1
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
劇
、
合
唱
、
合

奏
、
舞
踏
な
ど
の
発
表
(
1
団
体
1
5

分
程
度
)

期
限
=
1
0
月
1
9日
面
申

込
書
必
着―

―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

障
害
者
(
児
)
の
方

申
込
=
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
申
込
書
を
請
求

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

(
F
A
X
)
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

子
育
て
・
教
育

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

提
供
会
員
」
登
録
時
研
修

日
時
=
1
0月
2
4日
伽
・
2
5日
㈲
、
午

前
1
0時
～
午
後
4
時
3
0分

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳

以
上
で
、
研
修
終
了
後
、
提
供
会
員

と
し
て
活
動
で
き
る
方

内
容
=
子

ど
も
の
心
と
身
体
の
発
達
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
論
・
倫
理
ほ
か

※
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
方
(
利
用
会
員
)
と
子

育
て
の
援
助
を
行
い
た
い
方
(
提
供

会
員
)
が
会
員
と
な
り
、
地
域
で
子

育
て
の
支
え
合
い
を
す
る
仕
組
み

で
、
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

が
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
あ
い
あ

い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

問
先
=
子
育
て
支
援
課
次
世
代
育
成

担
当
　
　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
1
0月
2
6日
廁
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
東
和
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー

対
象
=
妊
娠
中
の
方

内
容
=

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
作
る
、

鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
手
軽
に
取
れ

る
妊
娠
中
の
方
向
け
の
簡
単
ク
ッ
キ

ン
グ

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん
・
ふ
き
ん

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

費
用
=
3
0
0
円
(
材
料
費
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
・
衛
生

高
齢
者
健
康
講
座

日
時
=
1
0月
2
4日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

内
容
=
中
高
年
の

聞
こ
え
の
問
題
に
つ
い
て
の
勉
強

講
師
=
山
田
一
仁
氏
(
山
田
耳
鼻
咽

喉
科
医
院
院
長
)

定
員
=
5
0
人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
1
0月
2
2日
㈲
・
2
9日
㈲
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な

ら
な
い
た
め
の
生
活
・
食
事
・
口
腔

ケ
ア
を
学
ぶ

定
員
=
2
5人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
(
2

日
制
)

日
程
等
=
表
1

対
象
=
1
8～
3
9歳

の
女
性
区
民

内
容
=
健
康
チ
ェ
ッ

ク
(
血
圧
測
定
、血
液
検
査
、
歯
肉

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
組
成
測
定
ほ

か
)
、
健
康
教
室
(
保
健
、
栄
養
、

歯
科
に
つ
い
て
の
学
習
)

定
員
=

各
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
表
1

表1　 女性のための健康づくり日程等

先
着
順
の
場
合
は
、
1
0
月
1
1
日
受
付
開
始

1
9年
度
足
立
区
功
労
者

問
先
=
総
務
係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
8
2
1

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」
に
、
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
1
9年
度
足
立
区

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
5

分
野
で

、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
7
2

人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

□
足
立
区
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者

(
敬
称
略
)

[
自
治
功
労
]

《
町
会
・
自
治
会
長
》
青
木
榮
、
秋

山
光
勇
、
小
野
田
勝
次
、
笠
原
惠
美

子

、
加
茂
光
男
、
小
岩
守
、
佐
藤
恒

和
、
實
川
勝
子
、
芹
沢
勉
、
塚
本
敏

夫
、
羽
住
奎
、
松
村
勇
助
、
薮
下
郁

男《
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
》

磯
川
擴
美
、
大
川
皖
史
、
大
橋
和

子

、
鈴
木
冨
を
子

《
消
防
団
員
》
市
原
澄
雄
、
岩
橋
栄

一
、
江
口
慶
信
、
小
倉
勲
夫
、
金
宮

秀
王
、
車
田
多
利
男
、
齊
藤
悟
郎
、

信
濃
憲
一
、
田
中
辰
男
、
中
田
司

、

西
村
健
司
、
藤
井
統
一
、
山
木
正

雄
、
横
田
和
夫
、
渡
邊
茂
晴

[社
会
福
祉
功
労
]

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》
飯
塚
茂
、

牛
久
保
満
子
、
北
村
孝
子
、
武
田
寿

子

《
保
護
司
》
大
熊
久
三
郎
、
金
杉
昌

夫
、
斎
藤
洋
一
、
嶋
村
喜
宥

[
社
会
生
活
功
労
]

《
防
火
事
業
功
労
者
》
赤
羽
敬
司
、

大
宮
哲
夫
、
佐
藤
守
、
山
田
智
惠
子

《
防
犯
事
業
功
労
者
》
田
谷
野
雅
央

《
交
通
安
全
事
業
功
労
者
》
橋
本
幸

雄
、
堀
家
重
夫
、
松
井
隆
三

[
公
衆
衛
生
功
労
]

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》
藤
田
義

人《
食
品
・
環
境
衛
生
事
業
功
労
者
》

中
田
幸
一
、
根
岸
正
次

《
公
衆
衛
生
行
政
功
労
者
》
岡
村

樹
、
國
府
田
清
史
、
齊
藤
琴
子

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》
榎
本
安

行
、
小
川
憲
治
、
河
上
秀
子
、
陣
野

玲
子
、
千
川
典
子
、
渡
邉
浩

[
社
会
教
育
功
労
]

《
社
会
教
育
事
業
功
労
者
》
百
瀬
香

代
子

《
P
T
A

会
長
》
荒
町
勇
、
石
崎
裕

一
、
岩
田
義
友
、
杉
本
信
行
、
寳
田

信
夫
、
田
中
尊
仁
、
南
雲
美
紀
夫
、

林
忠
則
、
山
本
健
一
、
米
重
哲
彦

[
産
業
功
労
]

《
実
業
精
励
功
労
者
》
小
杉
惇
次
、

清
水
賢
司
、
鈴
木
欣
司
、
知
公
滿

男
、
福
島
正
二

[
建
設
功
労
]

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》
阿
出
川

昌
浩
、
新
井
秀
男

《
ま
ち
づ
く
り
事
業
功
労
者
》
木
船

善
之
助
、
近
藤
行
雄

[
統
計
功
労
]

足
立
信
子
、
石
井
傅
次
郎
、
石
渡
時

雄
、
入
江
昭
彦
、
尾
後
家
省
吾
、
川

崎
幸
子
、
川
村
育
三

、
工
藤
信
子
、

越
路
貞
子
、
菅
野
敏
雄
、田
中
榮
一
、

福
田
富
重
、
藤
野
照

、
渡
邉
一
仁

[
納
税
功
労
]

有
地
恭
子
、
小
木
幹
太
郎
、
加
藤
鈴

子
、
岸
徳
一
郎
、
隈
元
千
代
子
、
小

泉
公
男
、
斎
賀
正
信

、
須
賀
豊
、
鈴

木
榮
一
、
鈴
木
勝
廣
、
槌
田
力
、
土

屋
勝
重
、
土
屋
勝
、
長
嶋
守
夫
、
八

百
板
宏
、
山
崎
健

[
文
化
功
労
]

《
文
化
事
業
功
労
者
》
伊
奈
武
三

郎
、
片
野
正
美
、
神
坂
光
夫
、
菊
地

繁
、
小
磯
好
治
、
佐
々
木
輝
子
、
篠

塚
節
子
、
関
口
妙
子

、
野
尻
信
明
　

《
文
化
財
保
護
功
労
者
》
落
合
年

男
、
斎
藤
清
、
柴
田
隆
嗣

、
鈴
木
友

行
、
村
越
義
三

、
吉
田
榮
一

[
体
育
功
労
]

《
体
育
功
労
者
》
姜
昇
利

、
村
岡
輝

彦《
体
育
事
業
功
労
者
》
伊
東
光
男
、

金
子
茂
司
、
桑
原
敏
昭
、
坂
下
幸

夫
、
千
葉
常
晴
、
中
村
猛
夫
、
中
村

テ
ル
、
山
中
美
由
起

[発
明
改
良
功
労
]

堀
田
健
一

[
徳
行
者
]

芦
川
一
男
、
足
立
区
民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
、
足
立
成
和
信
用
金
庫
理

事
長
初
鹿
野
惠
太
郎
、
江
川
勝
康
、

大
室
康
一
、
興
野
銀
座
友
の
会
代
表

大
貫
生
枝
、
㈱
神
田
屋
鞄
製
作
所
代

表
取
締
役
生
田
順
洗
、
北
千
住
駅
西

口
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
理
事
長

飯
田
常
弘
、
㈱
た
ぐ
ち
や
代
表
取
締

役
田
口
行
彦
、
菊
池
運
輸
㈱
代
表
取

締
役
菊
池
八
郎
、
千
成
商
事
㈱
代
表

取
締
役
塩
野
谷
正
康
、
関
矢
民
氏
遺

言
執
行
者
弁
護
士
澁
谷
泉
、
中
田
貢

弘
、ほ
ね
つ
ぎ
め
だ
か
の
会
会
長
金

子
茂
雄
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

あ
じ
さ
い
、
立
正
佼
成
会
足
立
教
会

教
会
長
中
村
浩
士
、
㈲
デ
ザ
イ
ン
ハ

ウ
ス
レ
モ
ン
、
㈲
梅
元
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
阿
部
悦
子

[
災
害
防
止
功
労
]

稲
葉
行
則
、
狩
野
幸
雄
、
久
保
埜
正

一
、
鈴
木
晃
男
、
辻
美
智
、
曲
測
亥

三
男[人

命
救
助
]

伊
藤
晴
通
、
今
井
定
江
、
大
友
康

弘
、
鈴
木
保
、
谷
澤
親
廣
、
畠
山
隆

弘
、
畠
山
真
裕
、
八
箇
信
彦
、
松
浦

羲
英
、
村
瀬
智
代
、
村
瀬
正
行
、
綿

引
寿
三
郎

区役所休日開庁　10月28日(日)、午前9時～午後4時《主な取り扱
い業務》 転入・転出届、住民票の発行/ 住民税の証明書・納付/ 国民健康保険の資

格・保険料の納付、国民年金の資格/ 介護保険料の納付など/ 戸籍の届出は休日・夜間受付窓口
( 地下1 階)　 ※ ほかの取り扱い業務もあります。来庁前に確認してください。　3880- 5111 ㈹
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

地
域
健
康
づ
く
り
交
流
会

「
ほ
ほ
え
み
の
会
」

日
時
=
1
0
月
3
1
日
南
、
午
前
1
1
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0分

対
象
=
区
民

内
容
=
竹
の
塚
地
域
の
健
康
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
活
動
発
表
会
、

展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

タ
バ
コ
講
演
会

「
や
っ
ぱ
り
禁
煙
?

き
っ
ぱ
り
禁
煙
!

」

日
時
=
1
0月
2
9日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
タ
バ
コ
を
や
め
た
い

方
な
ど

内
容
=

タ
バ
コ
の
や
め

方
、
体
験
談

講
師
=
宮
崎
恭
一
氏

(
東
京
衛
生
病
院
薬
剤
師
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

4
0・
5
0・
6
0歳
に
な
る

方
の
節
目
健
康
診
査

対
象
=
昭
和
2
3
・
3
3
・
4
3
年
1
月
1

日
～
3
月
3
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

内
容
=
基
本
健
康
診
査
、
各
種
が
ん

検
診
、
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
ほ
か
申

込
=
対
象
者
に
1
0
月
1
9
日
ご
ろ
送
付

す
る
申
込
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
(
区
)
へ
郵
送
期
限
=
1
1
月

1
6日
閙
消
印
有
効

問
先
=
成
人
保

健
係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

乳
が
ん
手
術
後
、
間

も
な
い
方
の
交
流
会

日
時
=
1
1
月
8
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住

で
、
乳
が
ん
手
術
後
、
間
も
な
い
方

や
不
安
が
あ
る
方

内
容
=
乳
が
ん

の
手
術
を
受
け
た
方
た
ち
の
情
報
交

換
や
交
流
を
行
う
会

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

区
推
奨
接
種
年
齢
に
達
し
た
子
ど

も
に
、
予
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
(

表
2
)
。
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で

き
ま
す
。
ま
た
、
区
推
奨
接
種
年
齢

よ
り
早
く
接
種
を
希
望
す
る
方
、
転

入
な
ど
に
よ
り
、
予
診
票
の
な
い
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
法
律

に
よ
る
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
、
接

種
は
有
料
に
な
り
ま
す
。
※
日
本

脳
炎
に
つ
い
て
は
、
国
の
勧
告
に
よ

り
予
診
票
の
郵
送
を
休
止
中
。
接
種

を
希
望
す
る
方
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
麻
し
ん
対
策
任
意
接
種
公
費
負
担

制
度
の
実
施
期
間
を
延
長
し
ま
す

対
象
=
M
R

Ⅱ
期
対
象
者
を
除
く
、
2

歳
～
中
学
3
年
生
ま
で
の
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
く
、
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方

実
施
期
限
=
1
2

月
2
8日
廁

※
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表2　 区から通知する年齢および法律による対象年齢 表3　 保健総合センター一覧

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
等
=
表
4

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

表4　 住区健康フェスティバル日程等

経
営
・
仕
事

若
年
者
向
け
就
労
支
援
セ
ミ

ナ
ー
　
～
「
は
た
ら
く
」
を
考

え
る
3
2
時
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

日
時
=
1
0月
2
6日
窗
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
9

階

対
象
=
都
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=
「
就
職
に
必
要

な
自
分
の
強
み
」
企
業
が
求
め
る
人

材
像
/
就
職
に
必
要
な
「
ス
キ
ル
」

の
誤
解
例
/
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
に

関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

※
「
は

た
ら
く
」
を
考
え
る
3
2時
間
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
若
者
の
仕
事
や
働
き
方
を

考
え
る
、
延
べ
3
2時
間
の
若
年
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
や
保
護
者
向
け
講
演
会

な
ど
の
総
称
で
す
。
今
後
の
日
程
等

は
、
あ
だ
ち
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。
講
師
=
橋
本
由

美
子
氏
(
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
ヤ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
就
労
支

援
係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
4
6
9

住

宅

U
R
都
市
機
構
新
築
賃
貸

住
宅
入
居
者
募
集
(
地
元
枠
)

対
象
=
3

ヵ
月
以
上
継
続
し
て
、
区

内
に
在
住
・
在
勤
の
方
(
1
0
月
1
3日

時
点
)

名
称
=
フ
レ
ー
ル
西
新
井

中
央
公
園
(
西
新
井
第
三
団
地
)

場
所
=
西
新
井
三
丁
目

住
宅
型
式
=
1
D
K

～
3
L
D
K

月
額
家
賃
(

予
定
)
=
8

万
9
千
円
台
～
1
5万
4

千
円
台

募
集
期
間
=
1
0
月
1
3日

出
～
2
1日
叫

問
先
=
U
R

都
市
機

構
募
集
販
売
本
部
住
宅
募
集
部

(
3
3
4
7
)
4
3
2
6

区
・
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

人
材
募
集

管
理
栄
養
士
(
正
規
職
員
)

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

方
…
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
/
管
理
栄
養
士
の
免
許
を
現
に
有

す
る
/
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
の
各

号
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

募
集
人
数
=
1
人
第
1
次
選
考
日

=
1
1
月
1
1
日
向
採
用
予
定
日
=
2
0

年
4
月
1
日
以
降
申
込
=
申
込
書

を
(
区
)
へ
郵
送
(
簡
易
書
留
に
限

る
)
、持
参
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
(
利
用
登
録
が
必
要
(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
e
-
t
o
k
y
o
.
l
g
.
j
p
)
※

申

込

書

は
区

役
所
1

階

案
内

、
人

事
課

、

区

民

事

務

所

、
保

健

総

合

セ

ン

タ

ー

、
中
央

図
書

館

、
総
合
ス

ポ
ー

ツ

セ
ン

タ
ー

で
配
付

期
限
=

▽

郵

送

…
1
0
月
2
4
日

消
印

有

効

▽

持

参

・
:
1
0月
2
4
日

※

受
け
付

け

は
午

前

8
時
3
0分
～
午
後
5
時
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
…
1
0月
2
4日
、
午
前
1
0時
受
信
有

効

申
・
問
先
=
人
事
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

授
業
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対

象
=

大

学

・
短

大

・

専

門

学

校

に

在

籍

中

の

方

、
ま

た

は

社

会

人

活

動

内

容
=

区

立

小

・
中

学

校

の

授

業

や

放

課

後

補

習

を

サ

ポ

ー

ト

教

科
=

区

立

小

・

中

学

校

の

国

語

・
算

数

(
数

学
)

・
社

会

・
理

科

・
英

語

申

込
=

電

話

・
フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

住

所

、
氏

名

、
電

話

番

号

、
「
授

業

支

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

希

望

」

を

連

絡

※

後

日

、
募

集

要

項

を

送

付

。

募

集

要

項

は

、
区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

か

ら

も

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

可

申

・

問

先
=

地

域

連

携

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

(
F
A
X
)
(
3
8
8
0
)
5
6
4
1

□
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

H
I
V
感
染
者
な
ど
の
人
権

～
共
に
生
き
る
た
め
に
～

日
本
で
は
、
エ
イ
ズ
(
後
天
性
免

疫
不
全
症
候
群
)
・
H
I
V
(
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
)
感
染
や
ハ
ン

セ
ン
病
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
の
遅
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
患

者
や
感
染
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
が

今
な
お
発
生
し
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
や
H
I
V
感
染
の
問
題
で

は
、
職
場
に
お
け
る
解
雇
や
無
断
検

査
、
施
設
の
利
用
拒
否
な
ど
、
多
く

の
事
例
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
H
I
V
の
感
染
力
は
非

常
に
弱
く
、せ
き
・
く
し
ゃ
み
、同

じ
風
呂
や
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
、
コ

ッ
プ
の
回
し
飲
み
な
ど
、
家
庭
や
学

校
、
職
場
で
の
日
常
生
活
に
お
い
て

感
染
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
な
ど
の
感
染
症
対
策
と
し

て
は
、
従
来
の
よ
う
に
、
患
者
や
感

染
者
の
隔
離
に
重
点
を
置
く
の
で
は

な
く
、
感
染
予
防
と
人
権
尊
重
と
の

両
立
を
基
本
と
す
る
方
向
へ
の
転
換

を
徹
底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
共
に
生
き
る
仲

間
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
病
気
や

感
染
症
を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら

え
、
感
染
経
路
や
感
染
力
、
治
療
方

法
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

り
、
患
者
や
感
染
者
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
た
り
す
る
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

区
で
は
今
後
も
、
国
や
都
と
共

に
、
患
者
や
感
染
者
に
対
す
る
偏
見

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
普
及
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

切り取って使ってください

休日応急診療所
日曜日、祝日に休日応急診療所を開設しています( 表5) 。発熱や腹
痛などのうち、症状の軽い方に対する応急診療を行っています。

表5　 休日応急診療所一覧

( 受診時の注意) ※ 健康保険証を忘れずに持参してください。
※ 治療費については、保険診療の休日加算があります。
※ 薬を出す場合は、原則当日分のみとなります。
※ 年末年始の診療については、今後のあだち広報でお知らせする予定です。

東京都24時間医療機関案内「ひまわり」　5272 ―0303
※ 医療機関・診療時間などの情報をいつでもお知らせしています。

( HP) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
(携帯) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す
か
?

大
地
震

に

備
え
、

我
が
家
を
耐
震
化

～
耐
震
助
成
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
～

大
地
震
は
、
一
瞬
で
す
べ
て
を
奪
い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
(
7
年
1
月
)
で
は
、
6

千
4
0
0
余
人
も
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
区
内
で
震
度
5
強
を
観
測
し
た
千
葉
県
北

西
部
地
震
(
1
7年
7
月
)
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
能
登
半
島
地
震
(
1
9年
3
月
)
や
新
潟
県
中
越

沖
地
震
(
1
9年
7
月
)
な
ど
を
み
て
も
、
い
つ
足
立
区
に
大
地
震
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

地
震
に
よ
る
犠
牲
者
の
多
く
は
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
、
窒
息
死
で
す
。
地
震
が
起
き

て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
大
切
な
命
と
我
が
家
を
守
る
た
め
に
、
住
ま
い
の
耐
震
性
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ 新潟県中越沖地震で倒壊した家屋

お
問
い
合
わ
せ
は
、
耐
震
相
談
係
へ
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
3
1
7

昭
和
5
6年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅
は
要
注
意

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
統
計

結
果
に
よ
る
と
、
兵
車
県
内
で
全
半

壊
し
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、
昭
和
5
6

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
で
し
た
。

一
方
、
昭
和
5
6年
6
月
に
改
正
さ

れ
た
建
築
基
準
法
の
基
準
で
建
て
ら

れ
た
建
物
は
、
全
壊
・
倒
壊
な
ど
の

大
き
な
被
害
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

足
立
区
内
は

十
分
な
注
意
が
必
要

足
立
区
は
地
盤
が
弱
く
、
地
震
が

発
生
す
る
と
非
常
に
揺
れ
や
す
い
地

域
で
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
が
密
集

し
て
い
る
地
域
が
多
く
、
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

1
8
年
の
都
の
調
査
に
よ
る
と
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
規
模
の
地
震
が
東

京
湾
北
部
で
発
生
し
た
場
合
、
都
全

域
で
1
1
万
件
超
の
木
造
の
建
物
と
、

1
万
件
超
の
非
木
造
の
建
物
が
全
壊

す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
足
立

区
で
は
、
木
造
で
1
万
5
千
件
超
、

非
木
造
で
1
千
3
0
0
件
超
の
建
物
に
全

壊
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

区
の
耐
震
助
成
を
利
用

し
て
、我
が
家
を
耐
震
化

震
災
時
に
家
屋
倒
壊
か
ら
人
命
を

守
り
、
二
次
災
害
の
危
険
を
避
け
る

た
め
、
区
は
住
宅
の
耐
震
化
率
を
、
2
7

年
度
ま
で
に
9
0
%に
す
る
目
標
を

定
め
、
耐
震
化
を
進
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
昭
和
5
6年
5
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象

に
、
住
宅
の
「
耐
震
診
断
」
か
ら

「
耐
震
改
修
工
事
」
ま
で
安
心
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作

り
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
(
表
1
)
。

表1　 耐震助成一覧

※ 耐 震改修工事などを行う場合、「区登録耐震診断士」や「区登録耐震改修施工
者」に相談してください。 登録者については、お問い合わせください。

※ 助成の条件など、くわしく はお問い合わせください。

家
具
や
窓
ガ
ラ
ス
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
も
要
注
意

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
家

具
や
家
電
製
品
な
ど
が
倒
れ
、
住
宅

内
で
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
た
り
、
倒
れ

た
家
具
が
障
害
物
と
な
っ
て
、
避
難

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
家
具
や
重
い
家
電
製
品
な

ど
は
、
で
き
る
だ
け
建
物
に
固
定
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
飛
散

や
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
は
、
人
的

被
害
の
原
因
だ
け
で
な
く
、
救
助
活

動
の
支
障
に
も
な
り
ま
す
。
道
路
に

面
し
た
部
分
の
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防

止
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
転
倒
防
止
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅
の
我
が
家
の

耐
震
化
ま
で
の
流
れ

( 1)
我
が
家
の
耐
震
性
を
知
ろ
う

地
震
に
よ
っ
て
住
宅
が
受
け
る
被
害
を
知

る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
性
が
分
か
る

「
簡
易
耐
震
診
断
」
が
あ
り
ま
す
。

( 2)

耐
震
性
に
心
配
が
あ
れ
ば
、く
わ
し
く
調
べ
よ
う

よ
り
く
わ
し
く
耐
震
性
を
知
る
た
め
に
、

「
精
密
診
断
法
」
に
よ
る
診
断
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

( 3)
正
確
な
耐
震
改
修
工
事
を
し
ま
し
ょ
う

精
密
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
が
不
足
し

て
い
る
と
分
か
っ
た
場
合
、
耐
震
改
修
工
事

の
険
討
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
診
断
や
耐
震
工
事
に
は
、
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
(

表
1
)
。
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
耐
震
相
談

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

緊急地震速報が
スタ ート

10月から、気象庁が緊急地震速報の提供を始め
ました。緊急地震速報は、テレビやラジオなどを
通じ、地震による強い揺れを事前にお知らせする
ものです。速報から、強い揺れが来るまでには、
数秒から数十秒しかありません。情報を見聞きし
たら、頭を保護し丈夫な机の下に隠れるなど、周
囲の状況に応じて、慌てずにまず身の安全を確保
しましょう。ただし、震源に近い場所では、速報
が強い揺れまでに間に合わないことがあります。
くわしくは、気象庁のホームページをご覧くだ

さい。
ht t p: / /www. sei svol . ki shou. 90. j p/ eq/ EEW/
kai set su/ i ndex. html
お問い合わせは、
国・東京管区気象台広報係　　　　　3212 ―8341
区・災害対策課災害対策係　　　　　3880 ―5836

耐震助成を活用して、工事をした方に
お話を伺いました 藤倉昭次さん宅( 神明一丁目)
「昨年6 月くらいに、耐震診断を受けました。診断は約1 日半。土台から天井裏ま
で、隅々にわたって家の状態を調べました。どの業者さんに頼めば良いかも分からな
かったのですが、区に一覧があったので、そこから選ぶことができました。工事は。
『今日は2 階です』など、事前に連絡を受け、工事箇所の荷物を移動することで、家に
住みながら行い、約1 週間で完了。
地震は、いつ起きるかわからないので、自分のでき

ることをやろうと思って工事を決めました。費用は掛
かりますが、工事費用の3 分の1 程度の助成( 19 年度
から3 分の2) も受けられましたし、もし何かあった
場合、やらずに後悔したくないですから。今はやって
良かった、一安心と思っています。」( 藤倉さん談)
防災の備蓄や持ち出し袋なども準備し、年1 回は見

直すという藤倉さん。何かあってからでは遅いので、
後悔したくないという言葉は、まさに防災の基本では
ないでしょうか。この機会に、ぜひ耐震診断・耐震工
事を考えてみませんか。

▲ 藤倉さん央婦。耐震工事が
完了した自宅の前で

楽しみながら環境について考えよう!

あだち3R フェア2007
日時=10月20日出、午前11時～午後4時※ 午前10時30分か
らオープニングセレモニーあり/21日( 日) 、午前10時～午後3
時 場所= 区役所 内容= 天ぷら油リサイクルバスに乗って
足立清掃工場を間近で見るミニミニツアー( 21 日、小学校3
年生未満は保護者同伴) / 太陽熱を利用する調理器具ソー
ラークッカー作り/ トイ・ドクターズによるおもちゃの病院/
家具の無料抽選会( 21 日) / 工作教室/ 野菜などの原価頒

布/PTA や町会のプリント作りに便利な紙の無償配付 ※
入場無料。オープニングセレモニーでは中央本町保育園園児
の「ストップ・ザ・温暖化たいそう」、古千谷小学校金管バン
ドの演奏あり 申し込み方法= 当日直接会場へ 問い合わせ
先= 環境推進課普及啓発係　　　　　　　　　　3880 ―5860

3R とは、リデュース( ごみを減らす)、リユース( 繰り返し
使う) 、リサイクル( 資源としていかす)の頭文字の3 つのR
をさし、環境に配慮した循環型生活へのキーワードです。

※ 「あだちエコネットポイントカード」を持っている方は、
使える場所もありますので、当日持参してください。

あだち再生館
冬のキ ッズリサイク ル講座
日程等=　 クリスマスリース作り… 11 月18日(日) 　
廃油でキャンドル作り… 12月2 日(日) 　 正月飾り… 12
月9 日(日) 対象= 区内在住の小学生( 3 年生以下

は保護者同伴) 定員= 各回15人( 抽選) 費用= 無
料 申し込み方法= 電話またはハガキで住所、氏名(
フリガナ)、年齢、電話番号、希望講座名を連絡

申し込み期限=10 月31日伽必着 場所・申し込み・問
い合わせ先= あだち再生館( 月曜日休館) 〒120- 0011

中央本町2- 9- 1　　　　　　　3880- 9800

クリ ーン あ ら 川
― 荒川クリーンエイド2007 ―

日時=10月14日㈲、午前8時30分～10時場所=荒
川左岸河川敷(常磐線鉄橋～千住新橋間)内容=荒
川をより深く知り、水辺環境を考えるための河川敷
のごみ調査・ごみ拾い体験 ※ 雨天および現場不良
の場合中止 費用= 無料 申し込み方法= 電話 申
し込み・問い合わせ先= 河川緑地係　3880- 5898

あだち国際まつり2007
あだち国際まつり2007
ADACHI　INTERNATI ONAL　FESTI VAL　2007

2007
11/3
( 土・祝)
10: 00
～

16: 00
雨天決行
11/ 3 は(
多) 文 化 の日

世界のたべもの

FOODS

世界の音楽
&踊り

MUSI C　&　
DANCE

外国人
の方 へ
楽 し い
抽 選 会

も あ り ま す

会 場: べ ル モ ント 公 園　BELMONT　PARK

日
時
=
1
1
月
3
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
ベ
ル
モ
ン
ト
公

園

内
容
=
様
々
な
国
の
文
化
と
生

活
習
慣
を
相
互
に
理
解
し
、
友
好
を

促
進
す
る
た
め
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
…

世
界
の
音
楽
と
踊
り
/
世
界
の
食
の

テ
ン
ト

※
入
場
無
料

申
し
込
み

方
法
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合

わ
せ
先
=
多
文
化
共
生
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
7
7

日本語ボランティア
支援講座　　8日制
日程=12月7日・14日・21日、20年1月11
日・18日・25日、2月1日・8日※ いずれ
も金曜日、午後2時～4時場所=エル・ソ
フィア 対象=8 日間受講できる方 内容=
日本語を母語としない区内在住の外国人の方
などに、日本語の学習支援を通じて日本の生
活や習慣を理解してもらうためのボランティ
ア入門講座 ※ 終了後は既存の区内日本語ボ
ランティアグループで活動 定員=30 人 選
考= 作文審査 ※ 11月中旬に受講決定通知を
送付 費用=2 千円 申し込み方法= 次のも
のを持参… 作文 「私は日本語ボランティアと
してこう活動したい」( 400字程度、様式自由、
自筆) / 住所、氏名、電話番号を明記したも
の ※ 簡単な面接あり。応募書類は返却不可
期限=10 月31日㈲ 申し込み・問い合わせ先=
多文化共生担当　　　　　　　3880- 5177

消
費
生
活
展
「
見
つ
か
る
か
も
　
生
活
上

手
な
く
ら
し
の
　
第
一
歩
」

1
0
月
2
7
日
尚
・
2
8
日
同
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

入
場
無
料

□
パ
ネ
ル
展
示

展
示
内
容
=
足
立
区
消
費
者
友
の

会
、
消
費
者
団
体
、
官
公
庁
、
生
活

関
連
企
業
ほ
か
に
よ
る
展
示

□
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
内
容
=
消
費
生
活
/
国
税
・
都

税
・
区
税
/
水
道
/
下
水
道
/
清
掃

問
題
/
介
護
な
ど
高
齢
期
の
お
困
り

ご
と
/
計
量
/
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

□
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

演
奏
=
足
立
区
立
第
九
中
学
校
吹
奏

学
部

※
午
後
0
時
3
0分
開
始

□
野
菜
・
果
物
販
売
コ
ー
ナ
ー

内
容
=
北
足
立
市
場
直
送
の
新
鮮
野

菜
・
果
物
販
売

※
午
前
1
0時
開
始

□
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

内
容
=
か
さ
の
修
理
/
鉢
植
え
の
販

売
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
子
ど
も

の
広
場
(
紙
芝
居
・
廃
材
工
作
体
験
)
/

バ
ザ
ー
/
食
品
販
売
/
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
/
手
作
り
ア
イ
デ
ア
グ
ッ
ズ
/

計
量
感
覚
ゲ
ー
ム
/
東
京
水
の
試
飲
/

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

□
体
温
計
・
体
重
計
・
血
圧
計
な
ど

の
精
度
確
認
が
で
き
ま
す

内
容
=
都
・
計
量
検
定
所
に
よ
る
体

温
計
・
体
重
計
・
血
圧
計
な
ど
の
精

度
確
認

持
ち
物
=
計
り

※
手
首

式
・
指
式
の
血
圧
計
と
耳
式
の
体
温

計
は
、
精
度
確
認
が
で
き
ま
せ
ん
。

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
し
込
み
方
法
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

困
り
ま
す
!
!

自転車置き去り知らんぷり
～10月22日から31日は、

駅前放置自転車クリーンキャンペーン～
区内4 つの駅前にてチラシを

配付するなど、放置自転車禁止
のPR 活動を行います( 表2) 。
放置自転車は、一般の方の交

通障害はもちろん、車いすを利
用し ている方や視覚障害の方に
と って、非常に危険 です。ま
た、まちの美観を損ね、地域の
イメージダウンにつながり ま
す。一人ひとり がマナーを守
り、放置自転車のない住み良い
まちをつくりましょう。
□ 止める時は決められた場所に
駅周辺は、駅ビルやスーパー

への買い物、飲食店を利用する
方の自転車が歩道にあふれ、通

行の妨げとなっています。買い
物などで駅周辺に出掛ける場合
は、健康のためにも歩きましょ
う。自転車を利用する場合は、
必ず決められた自転車置き場な
どを利用してください。

お問い合わせは、自転車係へ
3880- 5914

表2　 駅前クリーンキャンペーン日程

※ いずれも、午前10時～11時

足
立
の
冬
の

風
物
詩
「
光
の
祭
典
」協
賛
金
募
集

元
渕
江
公
園
の
8
本
の
メ
イ
ン
ツ

リ
ー
を
は
じ
め
、
竹
ノ
塚
駅
周
辺
、

駅
か
ら
公
園
ま
で
の
街
路
樹
が
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
る
「
光

の
祭
典
」
を
1
1月
3
0日
廁
か
ら
1
2月
2
5

日
㈹
に
開
催
し
ま
す
。
観
光
交
流

協
会
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
協
賛
金
を

募
集
し
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
す

る
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
1
口
で
も

多
く
の
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
個
人
協
賛
金

協
賛
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名
を
全

戸
配
付
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し
ま

す
。
口
数
に
か
か
わ
ら
ず
掲
載
サ
イ

ズ
は
同
じ
で
す
。
金
額
=
1

口
5

千
円
(
何
口
で
も
可
)

申
し
込
み

方
法
=
▽
持
参

▽
郵
便
振
替
…
問

い
合
わ
せ
後
、
所
定
の
振
替
用
紙
を

郵
送
。
振
替
手
数
料
は
協
会
が
負
担

□
団
体
・
企
業
協
賛
金

協
賛
い
た
だ
い
た
団
体
・
企
業
の
P
R

を
口
数
に
応
じ
た
サ
イ
ズ
で
、

全
戸
配
付
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
掲
載
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
説
明
に
伺
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
金
額
=
1
0
5

万
円
(
何
口

で
も
可
)―

―
い
ず
れ
も
―
―

期
限
=
1
1
月
6
日
㈹
必
着
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
=
観
光
交
流
協

会
(
観
光
交
流
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

納税通知用封筒に
広告を 掲載しませんか

20年度の特別区民税・都民税および軽自動車税の納税通知書送付用
封筒などに載せる広告を募集します。規格・掲載料等=表3募集期
間=10月10日㈲～31日㈲掲載の決定=内容審査後、掲載の可否を通
知。版下の作成は申し込み者負担 申し込み方法= 広告原稿を添えて
申込書を提出 申し込み・問い合わせ先= 課税課庶務係

3880- 5847
表3　 広告規格・掲載料

地 上デ ジ タ ルテ レビ 放 送
( 地デジ) の 視聴方法

地上アナログテレビ放送( アナログ放送) は、23年7 月24日までに
終了します。アナログ放送終了後は、地デジ対応のテレビを使用、ま
たは、アナログテレビに地デジ用チューナーを取り付けることによ
り、地デジの視聴が可能となります。ただし、いずれも、UHF アン
テナが必要です。また、UHF アンテナで電波を受信する代わりに、
ケーブルテレビを通して受信することもできます。地デジに関連した
強引な勧誘や詐欺商法が発生していますので、ご注意ください。
問い合わせ先= 国・総務省地デジ受信相談センター　0570 ―07―0101

( つながらない方はこちらへ)　　　4334 ―1111
区・情報化推進室システム管理係　　　　　　　　　　　3880 ―5817

10月15日～21日は
秋の行政相談週間

暮らしの中での、国の仕事などに関す
る苦情や意見・要望は、行政相談委員が
相談に応じています( 表4) 。委員は総務
大臣から委嘱された民間有識者で、皆さ
んからの相談に適切な処置や助言を行い
ます。相談内容の秘密は厳守されます。
□ 特設相談窓口を開設します
日時=10月16日㈹・17日㈲、午後1時～
4時 場所= 区役所1 階区民ロビー 申
し込み方法= 当日直接会場へ
□ 定例の行政相談( 予約制)
日時=毎月第3金曜日、午後1時～3時
場所= 区政相談課 申し込み方法= 電話

――いずれも――
費用= 無料 問い合わせ先= 区政相談課
相談係　　　　　　　　　　3880―5111㈹
表4　 行政相談委員一覧

広 告
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申 し込 み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み先係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

先着順の場合は、
10月11日受付開始

税
・
国
保
・
年
金

社
会
保
険
の
扶
養
家

族
に
当
て
は
ま
る
方

は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
な
ど
の

健
康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
が
加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家

族
が
社
会
保
険
に
加
入
し
て
、
そ
の

扶
養
家
族
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
方
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
保

険
に
加
入
し
た
と
き
は
、国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資

格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度

□
全
額
免
除
と
3
種
類
の
一
部
納
付

対
象
=
前
年
所
得
が
少
な
い
方
や
失

業
中
の
方

※
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
の
1
8年
中
の
所
得
で
判
定
す
る

た
め
、
未
申
告
者
は
、
確
定
申
告
か

住
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
内
容
=
全
額
免
除
お
よ
び
一

部
納
付
(
4
分
の
1
納
付
、
半
額
納

付
、
4
分
の
3
納
付
の
3
種
類
)

※
一
部
納
付
が
認
め
ら
れ
た
場
合
で

も
、
納
付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
し

な
か
っ
た
期
間
は
、
未
納
期
間
に
な

り
ま
す
。

□
若
年
者
納
付
猶
予

対
象
=
3
0歳
未
満
の
方

※
本
人
と

配
偶
者
の
1
8年
中
の
所
得
で
判
定
す

る
た
め
、
未
申
告
者
は
確
定
申
告
か

住
民
税
の
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

□
学
生
納
付
特
例

対
象
=
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
学
校

な
ど
に
通
学
中
で
、
所
得
が
1
1
8
万
円

以
下
の
方

※
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
特
例
免
除

対
象
=
失
業
・
事
業
の
廃
止
で
納
付

困
難
な
方

※
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

必
要
な
も
の
=
年
金
手
帳
(
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
)
/
1
9
年
1
月
2

日
以
降
に
足
立
区
へ
転
入
し
た
方

は
、
所
得
証
明
書
/
学
生
は
学
生
証
(

写
し
可
)
ま
た
は
在
学
証
明
書
を

持
参

申
先
=
年
金
適
用
係
ま
た
は

区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

土
地
・
建
物
・
道
路

都
市
計
画
案
の
縦
覧

内
容
に
関
係
の
あ
る
方
は
、
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

区
域
=
入
谷
四
丁
目
、
扇
二
丁
目
、

江
北
五
丁
目
、
皿
沼
二
丁
目
お
よ
び

六
町
二
丁
目
各
地
内

縦
覧
・
意
見

書
提
出
期
間
=
1
0月
1
0日
伽
～
2
4日

㈲□
佐
野
六
木
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
=
佐
野
一
丁
目
お
よ
び
六
木
二

丁
目
各
地
内

縦
覧
期
間
=
1
0月
1
0

日
伽
～
2
4日
南

意
見
書
提
出
期
間
=
1
0

月
1
0日
伽
～
3
1日
伽

□
都
市
計
画
原
案
縦
覧
の
変
更

あ
だ
ち
広
報
9
月
2
5日
号
掲
載
の

千
住
旭
町
地
区
地
区
計
画
(
原
案
)

の
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
期
間

は
、
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い

日
程
は
、
あ
だ
ち
広
報
1
0月
2
5日
号

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

縦
覧
中
の
都
市
計
画
案
は
、区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
縦
覧
場
所
・
意
見
書
提
出
・

問
先
=
都
市
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

街
区
基
準
点
が
区
管

理
に
な
り
ま
し
た

国
土
交
通
省
が
設
置
し
て
き
た
街

区
基
準
点
は
、
1
0月
1
日
か
ら
区
が

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

街
区
基
準
点
は
、
公
共
基
準
点
と

同
様
に
、
土
地
の
測
量
な
ど
を
す
る

と
き
の
基
に
な
る
大
事
な
も
の
で

す
。
区
の
管
理
す
る
基
準
点
を
使
っ

て
測
量
す
る
場
合
、
ま
た
は
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
工
事
を
す
る

場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
道
路
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
0
6

1
0月
1
1日
か
ら
1
7日
は

違
反
建
築
防
止
週
間
で
す

1
0月
1
7日
に
違
反
建
築
取
り
締
ま

り
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

日
常
の
監
視
業
務
を
強
化
し
て
違
反

防
止
の
意
識
を
広
め
、
住
み
よ
い
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
建
築
監
察
担
当

(
3
8
8
0
)
5
9
5
3

催

し

物

公
園
ま
る
ご
と
お
も
ち
ゃ
箱

日
時
=
1
0月
2
8日
旬
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

場
所
=
元
渕
江
公
園

※
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
=
木
と
一
緒

に
遊
ほ
う
/
ポ
ニ
ー
と
遊
ぼ
う
ほ
か

費
用
=
ポ
ニ
ー
と
遊
ぼ
う
…
2
0
0
円

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
公
園
利
用
促
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
7

足
立
区
郷
土
芸
能
大
会

日
時
=
1
0月
2
8日
旧
、
午
前
1
0時
～

午
後
4
時
2
0分

場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
足
立
区
郷
土
芸

能
保
存
会
に
よ
る
お
囃
子
・
神
楽
・

獅
子
舞
・
和
太
鼓
ほ
か

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物

館
　
　
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
民
ふ
れ
あ
い
計
算
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
足
立

区
珠
算
競
技
大
会

日
程
=
1
1
月
1
8
日
脚
場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
等
=

表
1

申
込
=
窓
口

期
限
=
1
0月
2
4

日
㈲

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

表1　 計算フェスティバル・珠算競技大会
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

日
時
=
1
0月
2
2日
㈲
～
2
8日
脚

※
2
2

日
は
午
後
1
時
開
始
、
2
8日
は
午

後
9
時
終
了

場
所
=
区
役
所
1
階

区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
小
・
中
学
生

の
描
い
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
入
選

作
品
の
展
示

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
交
通
安
全
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

友
好
都
市
交
流
ツ
ア
ー
　
～
よ
う

こ
そ
山
ノ
内
町
へ
!
　

秋
深
ま
る

信
州
の
自
然
を
満
喫
し
よ
う
～

日
程
=
1
1
月
1
5
日
㈲
～
1
6
日
肺
、
1

泊
2
日

場
所
=
長
野
県
山
ノ
内
町

内
容
=
り
ん
ご
狩
り
/
温
泉
め
ぐ
り
/

観
光
ガ
イ
ド
と
山
ノ
内
町
散
策
ほ

か

定
員
=
4
0人
(
抽
選
。
観
光
交

流
協
会
会
員
と
家
族
は
優
先
)
※

ツ
ア
ー
企
画
は
観
光
交
流
協
会
、
旅

行
主
催
は
旅
行
会
社
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

。
問
先
=

観
光
交
流
協
会
(

観
光
交
流
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

西
保
木
間
み
ん
な
の

お
ま
つ
り

日
時
=
1
0月
2
8日
㈱
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
西
保

木
間
北
公
園

※
雨
天
の
場
合
、
西

保
木
間
児
童
館

対
象
=
幼
児
以
上

(
幼
児
は
保
護
者
同
伴
)

内
容
=

遊
ぼ
う
・
作
ろ
う
コ
ー
ナ
ー
/
模
擬

店
/
ガ
ラ
ク
タ
市
/
ス
テ
ー
ジ
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
1
月
1
1
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

※
神
明
住
区
祭
と
同
日

開
催

内
容
=
喫
茶
店
、
模
擬
店
、

音
楽
、
ゲ
ー
ム
、
自
主
生
産
品
の
販

売

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

対
象
=
高
校
生
以
上
の
方

内
容
=

利
用
者
介
助
や
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い

申
込
=
電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
=
神
明
障
害
福
祉
施

設
　
　
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

問
先
=
区
・
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ

バ
ル
2
0
0
7

「
笑
顔
が

輝
く
ふ
れ
あ
い
の
輪
」

日
時
=
1
0月
2
8日
向
、
午
前
1
0時
～

午
後
3
時
(
雨
天
決
行
)

内
容
=

日
常
活
動
の
発
表
・
展
示
、
流
し
踊

り
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
谷
在
家
障
害
福

祉
施
設

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

区
・
障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

「
ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
・
イ

ン
・
ア
ラ
カ
ワ
2
0
0
7

」「
全
国

川
サ
ミ
ッ
ト
i
n
荒
川
」
同
時
開
催

日
時
=
▽
ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト

…
1
0月
2
8日
向

▽
川
サ
ミ
ッ
ト
・
:
1
0

月
2
6日
廁
～
2
8日

※
い
ず
れ
も

午
前
9
時
3
0分
～
午
後
3
時

場
所
=

江
戸
川
区
平
井
大
橋
上
流
付
近

内
容
=
荒
川
沿
川
住
民
の
交
流
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト

▽
ア
ウ
ト
ド
ア
・

イ
ベ
ン
ト
・
:ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
ほ
か

▽
川

サ
ミ
ッ
ト
・
:太
鼓
(
2
6日
)
/
講
演
・

合
唱
(
2
7
日
)
/

植
樹
(
2
8
日
)

問
先
=
荒
川
下
流
河
川
事
務
所
管
理

課
　
　
　
(
3
9
0
2
)
2
3
7
9

区
・
河
川
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
0
0

先
着
順
の
場
合
は
、
1
0
月
1
1
日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

10月の休日納税・納付相談

日時=10月28日( 日) 、午前9時～午後4
時 場 所= 区役所 お問い合わせは、
納税課納税相談係　　　3880 ―5236
納税課徴収推進係　　　3880 ―5237

こくほ年金課納付相談係
3880 ―5243

介護保険課収納管理係　3880 ―5744

NPO 活動支援センターの
開館時間変更

施設清掃・点検などのため、次の
日程の開館時間を午前9時から午後
5時までに変更します。変更日=10
月9日㈹～13日倒・31日㈲、11月30
日面、12月28日面、20年1 月4 日面
・31日㈲、2 月29日面 問先=NPO
活動支援センター　　3840 ―2331

パブリックコメント( 意見募集)

「( 仮称) 足立区多文化共生推進条例( 案) 」の意見募集

多文化共生に関する施策を総合的・計画的
に進め、多文化共生社会の実現を目的とした　
「(仮称)足立区多文化共生推進条例」の制定
を検討しています。この条例(案)について、
広く皆さんの意見を募集します。条例(案)・
募集概要は、区民課、区民事務所、区政相談
課で配付するほか、区のホームページでもご
覧になれます。対象=区内在住・在勤・在学
の方、または区内に事業所などを持つ法人・
その他の団体募集期間=10月11日～11月9
日必着申込=住所、氏名または名称(法人・
団体などは代表者氏名も明記)、意見を明記
し、(区)へ郵送または、ファクス、Eメールで
提出 ※ 意見については公表する場合あり(
個人情報を除く) 申・問先= 多文化共生

担当　　　　　　　　3880 ―5177
( FAX) 3880―5603

□ t abunka@ci t y. adachi . t okyo. j p
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先
着
順
の
場
合
は
、
1
0
月
1
1
日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

足
立
区
合
唱
祭

日
時
=
1
0月
2
1日
向
、
午
後
1
時
3
0

分

※
開
場
は
3
0分
前

場
所
=
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー

ル

出
演
=
区
内
な
ど
で
活
動
中
の

合
唱
団
体
(
3
0団
体
)
に
よ
る
合
唱

の
祭
典

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

藝
大
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス

1
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
1
1
月
1
7
日
出
、
午
後
6
時
開

演
場
所
=
天
空
劇
場
(
東
京
芸
術

セ
ン
タ
ー
2
1
階
)
対
象
=
区
民

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
出
演

=
藤
本
隆
文
w
i
t
h
藝
大
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ほ
か
定

員
=
3
0
0
人
(
抽
選
)
※
全
席
自
由

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送
※

当
選
の
場
合
、
返
信
ハ
ガ
キ
が
入
場

券
と
な
り
、
1
枚
の
ハ
ガ
キ
で
2
人

ま
で
入
場
可
期
限
=
1
0
月
3
1
日
圉

必
着

申
・
問
先
=
東
京
藝
術
大
学

音
楽
学
部
ア
ー
ト
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン

タ
ー
「
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
係
(
平

日
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
6
時
)

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千
住
1
-
2
5
-
1

0
5
0
(
5
5
2
5
)
2
7
4
4

問
先
=
区
・
文
化
振
興
担
当

(
3
8
8
0
)
5
7
3
0

区
立
小
・
中
学
校
連
合
行
事

□
小
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
音
楽
会
・
:
1
1
月
2
8
日
南
～
3
0

日
吻
、
午
前
の
部
・
1
0
時
開
演
/
午

後
の
部
・
0
時
4
5
分
開
演
▽
連
合

展
覧
会
(
図
工
科
)
…
(
1
期
)
1
2

月
1
日
出
～
6
日
㈲
/
(
2
期
)
1
2

月
8
日
出
～
9
日
㈲
・
1
1
日
㈹
～
1
3

日
田
/
(
3

期
)
1
2月
1
5日
出
～
2
0

日
南

※
展
覧
会
の
時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。
た
だ

し
各
期
と
も
最
終
日
は
午
前
の
み

□
中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
英
語
学
芸
会
・
:
1
0
月
1
9
日

吻
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
▽
連

合
演
劇
発
表
会
:
1
1
月
5
日
側
～
7

日
㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
6

日
は
午
後
の
み

▽
連
合
音
楽
会

…
1
1
月
8
日
㈲
～
9
日
窗
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時
▽
連
合
展
覧
会

(
区
展
)
…
1
1
月
1
5
日
田
～
2
0
日
㈹
　

(
書
写
・
美
術
)
/
1
1
月
2
2
日
田
～

2
7日
㈹
(
技
術
・
家
庭
)

※
展
覧

会
の
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
午
後
4
時
。
最
終
日
は
午
後
1
時

ま
で

▽
書
き
初
め
展
…
2
0年
1
月
2
5

日
窗
～
2
月
1
日
肺
、
午
前
1
0時

～
午
後
5

時
(
最
終
日
は
午
前
の

み
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
、こ
ど
も
科
学
館

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
学

校
運
営
係

(
3
8
8
0
)
5
9
6
3

教
育
相
談
講
演
会
「
子
ど
も

と
の
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方

」

日
時
=
1
0月
2
0日
出
、
午
前
1
0時
～

正
午

対
象
=
区
内
小
・
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、
教
育

関
係
者

講
師
=
秋
山
邦
久
氏
(
文

教
大
学
講
師
)

定
員
=
1
0
0人(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
教
育
相
談
室

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

消
費
者
通
信
大
学
公
開
講
座
「
耳
よ

リ
『
生
活
設
計
』
講
座
　
～
不
確
か

な
時
代
の
確
か
な
暮
ら
し
術
～
」

日
時
=
1
1
月
8
日
㈲
、
午
後
7
時
～

8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ

ア
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
内
容
=
上
手
な
家
計
管
理

の
方
法
や
資
産
運
用
の
基
礎
知
識
な

ど
、
安
心
な
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

生
活
設
計
に
つ
い
て
の
学
習
講
師

=
星
珠
枝
氏
(
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
)
定
員
=
7
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

あ
だ
ち
N
P
O
カ
レ
ッ
ジ

～
N
P
O
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
運
営
編
～
(
4
日
制
)

日
時
等
=
表
3

対
象
=
区
内
N
P
O

団
体
、
こ
れ
か
ら
N
P
O
活
動
を

始
め
る
予
定
の
方
(
グ
ル
ー
プ
参
加

可
)
講
師
=
永
沢
映
氏
(
N
P
O

法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
)
ほ
か

定
員
=
1
0
人
・
団
体
(
先
着
順
)
申

込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
住
所
、氏
名
(
所
属
す
る
団
体
が

あ
れ
ば
団
体
名
)
、年
齢
、電
話
番

号
、
「あ
だ
ち
N
カ
レ
～
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
運
営
」
を
連
絡
※
フ
ァ
ク

ス
番
号
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持

っ
て
い
る
方
は
、
あ
わ
せ
て
連
絡

期
限
=
1
1
月
6
日
㈹
必
着
場
・

申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

(
F
A
X
)
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

□
n
p
o
―
s
c
@
a
d
a
c
h
i
.
n
e
.
j
p

表3　 あだちNPO カレッジ日時等

※ いずれも木曜日、午前10時～正午

児
童
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

日
時
等
=
表
4

場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1

対
象
=
児
童
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
入
門
編
を
修
了
し

て
い
る
方
、
読
み
語
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

定
員
=

各
9
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
中
央
図
書
館
読
書

支
援
係

(
5
8
1
3
)
3
7
4
5

表4　 児童サービスボランティア・フォローアップ講座日時等

※ いずれも午前10時～正午。1回のみの参加も可

地
域
公
開
講
座

「
わ
く
わ
く
講
座
」

日
時
=
1
0
月
2
7
日
・
1
1
月
1
7
日
・
1
2

月
8
日
・
2
0
年
1
月
1
9
日
・
2
月
9

日
※
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
前
1
0

時
～
正
午
内
容
=
わ
く
わ
く
、
ど

き
ど
き
す
る
話
の
読
み
聞
か
せ
/
漢

字
を
学
び
、
国
語
の
力
を
付
け
る

▽
1
0
月
2
7
日
・
1
月
1
9
日
・
2
月
9

日
…
親
子
で
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

▽
1
1
月
1
7
日
・
:
親
子
で
漢
字
(
漢
字

の
基
礎
基
本
を
学
ぼ
う
)

▽
2
月
9

日
…
親
子
で
漢
検

定
員
=
各
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

期

限
=

各
講
座
の
I

週
間
前
ま
で

場
・
申
・
問
先
=
平
野
小
学
校

(
3
8
5
9
)
4
4
8
1

消
費
者
講
座
「
旬
の
魚
の

お
ろ
し
方
・
盛
り
付
け
方
」

日
時
=
1
1
月
1
3
日
㈹
、
午
後
1
時
～

3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
こ
れ
ま
で
「
旬
の
魚
の
お
ろ

し
方
講
座
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
方

内
容
=
調
理
実
習

講
師
=

足
立
市
場
職
員
お
よ
び
魚
食
普
及
委

員

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=
5
0
0

円
(
食
材
費
)

※
保
育
あ
り
。

生
後
6
ヵ
月
以
上
就
学
前
ま
で
。
定

員
1
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
八

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
の
有
無
、「
旬
の
魚
講
座

希
望
」
を
明
記
し
、
郵
送

※
ハ
ガ

キ
ー
枚
に
つ
き
1
人
の
み

期
限
=
1
0

月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
消
費

者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅

田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

家
族
で
楽
し
も
う

お
は
な
し
会

日
時
=
毎
月
第
2
・
3
土
曜
日
、
午

前
1
1
時
2
0
分
～
1
1
時
4
0
分
/
午
後
1

時
3
0分
～
2
時

※
第
2
土
曜
日
は

午
前
の
み

対
象
=
未
就
学
児
と
そ

の
家
族

※
小
学
生
以
上
の
子
ど
も

も
可

内
容
=
絵
本
の
読
み
語
り

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー
家
庭
教
育
担

当
　
　
　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
4

楽しさいっぱい　ギャラクシティ
□ こども・ゆめ ・クラブ　 メンバー募集
日時等=表2対象=小・中学生(小学1～3年生およびアストロコー
スは全員保護者同伴) 費用=1 日につき50 円( 保険料) 申込= 電話
□ 11 月のギャラクシティ・コンピ ュータ広場
日時等=　保護者向けのパソコン操作… 11月2日・9日・16日・30
日、いずれも金曜日、午前10時30分～11時30分、定員8人(先着順)、費
用200円　親子でオリジナルグッズ作成… 11月11日( 日) ・25日( 日) 、午
後2時～3時、定員8組(先着順)、費用100円( 別途、材料費100円程
度が掛かる場合あり) 申 込= 電話
□ 11 月のギャラクシティ・プ ラネタ リウムクラブ
日時=11月11日( 日) 、午前10時～10時25分内容=プラネタリウムで　
「すばる のおはなし」を聞く 定員=200 人( 当日先着順) 申込= 当
日直接会場 へ( 午前9 時30 分受 付開始)
□ 11 月のプラネタリウム星空CD コンサート
日時等=　3 日 …「懐かし のフ ォークソングVol . 1 」　10 日 …「ORANGE　RANGE

」　17 日 … 「今井 美樹」　24 日 … 「癒し のモ ーツ

ァルト 」 ※ いずれも土 曜日、午 後6 時開 演。中学生以下 は保護者同
伴 費用=　 大人… 200 円　 小・中学生 … 100 円 ※ 未就学児 の座席
使用はチケ ット が必要。10日・17 日は区民無料 申込= 当 日午前9 時
から発売 のチケ ット を購入 ※ 入場 は開演前にお願いし ます。

――いずれも――
場所= ギャラクシ ティ内 申・問先= レこども・ゆめ・クラブ … 青少
年事業 係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5242 ―8169
コンピ ュータ広場 ・プラネタリウムクラブ ・CD コン サート … ギ ャ

ラクシティ・こども科学館　　　　　　　　　　　　　　　5242 ―8161
表2　 こども・ゆめ・クラブ日時等

女性相談室の
臨時休業

臨時休業日=10 月24
日團 ※ 相談の予約
も休業 問先= 男女
参画プラザ女性相談
室　　　3880 ―5223

掲

示

板

□
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

対
象
=
満
7
0歳
以
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の
都
民
(
寝
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除
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都
営
地
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鉄
、
都
電
、
都
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民
営
バ
ス
な
ど
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用
可

費
用
=

▽
住
民
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の
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千
円

▽

住
民
税
課
税
の
方
・
:
2
万
5
1
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申
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=
費
用
と
本
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確
認
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で
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保
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証
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運
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)
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非
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税
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確
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で
き
る
も
の
を
持
参

申
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=
シ
ル

バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
営
業
所

※
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。
問
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東
京
バ
ス
協
会
専
用

電
話
　
　
(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

ひ
ろ
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催
し
物
=

☆
足
立
シ
ニ
ア
ア
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サ
ン
ブ
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回
定
期
演
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会
1
0
月
2
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出
、
午

後
1
時
3
0
分
開
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西
新
井
文
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ホ
ー
ル
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ワ
ル
ツ
「
南
国
の
バ
ラ
」・

映
画
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「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
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ほ

か
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無
料
/
当
日
直
接
会
場
へ
/
高

橋
　
　
　
(
3
8
8
5
)
2
4
3
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☆
江
北
高
校
定
時
制
「
江
北
祭
」
1
0

月
2
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脚
、
午
前
1
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～
午
後
3

時
/
江
北
高
校
/
部
活
動
発
表
・
中

庭
ラ
イ
ブ
ー
バ
ザ
ー
/
当
日
直
接
会

場
へ
/
江
北
高
校
定
時
制
職
員
室

(
3
8
8
0
)
3
4
1
3
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郷土博物館特別展

「写真で見るあだちの歩み
～近郊農村から市街地へ～」
10月23日～12月27日
昭和30年代の高度経済成長期に、区内の人口は急増しました。それに伴い、交通や上下水道

など社会的な基盤の整備が進み、また、大規模な区画整理や集合住宅の建設が行われました。
近郊農村の面影を持つ足立区が、短期間に市街地へと姿を変えた時代です。
こうした足立区の姿を、昭和30年代から50年代に写された記録写真によって紹介します。

▲ 昭和39年東京五輪聖火リレー( 現あだち産業芸術プラザ前)

お問い合わせは、郷土博物館へ

3620- 9393

展示資料紹介

変りゆく風景
田園風景、農作業の様子

農村的面影を残した、今では見られ
なくなった景観をご覧になれます。

災害をこえる
水害・台風など区を襲った災害の記録

暴風雨や台風などの災害の記録から
当時の様子や、暮らしぶりを振り返り
ます。

都市化によって整う
道路・交通など都市基盤整備、団地
の完成

区民の生活を豊かにする様々な施設
の建設が急速に進みました。

記憶に残るできごと
天皇陛下のご来訪、五色桜の里帰
りなど

記憶に残る事件やできごとなどか
ら、当時の世相や生活文化を感じてく
ださい。

くらしの諸相
都電、商店街、祭りやパレ ード

生活に密着したイベントや町会の催
しなど、区民生活の横顔を紹介し ま
す。

▲ 昭和36年の北千住商店街

関連事業
□ ビデオ上映「区制60 周年記念　 足
立の昭和史」( 30 分)
日時=11 月17日出、12月15日出、いず
れも無料公開日、午後1 時と3 時の2
回上映
□ ギ ャラリートーク
日程等=11月3日㈲…足立鉄道網の
発達/11月10日出…団地と都住と区画
整理/11月17日出…農業の移り変わり
/12月8日出…生活文化の移り変わり
/12月15日出…町を襲った水害※ い
ずれも無料公開日、午後2時～2時30
分 内容= 郷土博物館の学芸員・専門
員による話

――いずれも――
申し込み方法= 当日直接会場へ
□ 特別展示図録「写真で見るあだち
の歩み」販売
内容=A4 判・80ページ・700円 販売
先= 郷土博物館、区政相談課

郷土博物館の案内
開館時間=午前9時～午後5時(入
館 は午後4 時30 分ま で) ※ 月曜 日
休館( 祝日の場合は翌日) 所在地=
大 谷 田5- 20- 1 入 館 料= 大人

( 高校生以上) … 200 円/ 団体( 20 人
以上) … 100 円/ 区内在住・在勤・在

学の70 歳以上 の方、障害者手帳をお
持ちの方および介護者1 人まで… 無
料 ※ 毎月第2 ・3 土曜日、子ども
の日( 5 月5 日) 、区民 の日( 10 月1
日) 、文化の日( 11 月3 日) は無料公

開日です。

交通=J R 亀有駅北口から東武バス… 八潮駅北口行き「足立郷土博物館」
下車、徒歩1 分/ J R 亀有駅・地下鉄千代田線綾瀬駅から東武バス… 六
ツ木都住行き「東渕江庭園」下車、徒歩3 分 ※ 駐車場あリ

足立区立郷土博物館

一家に一冊!
「わたしの便利帳」・「あだちマップ」
と「足立区洪水ハザードマップ」を
全世帯にお届けします

10月10日から25日の間に、「2007～2009年版わたしの便利帳」・「あだち
マップ」と「足立区洪水ハザードマップ」を、区内在住の全世帯と事業
所に配付します。無くさないよう大切に保存してください。万一、25日
を過ぎても届かない場合は、お問い合わせください。
なお、ハザードマップは定期的に更新するものではありません。
配付またはわたしの便利帳・あだちマップに関するお問い合わせは

広報課広報係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3880 ―5815
洪水ハザードマップに関するお問い合わせは

計画調整課計画担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　3880 ―5349
災害対策課災害対策係　　　　　　　　　　　　　　　　　3880 ―5836
□ 「あだちマップ」・「足立区洪水ハザードマッフ」を販売します
全戸配付分・転入者用分以外は、1 部100円で販売します。 販売先=

区政相談課区政情報係　　　　　　　　　　　　　　　　　3880 ―5830

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ　3880- 5815

□ 区広報番組の再放送「近藤区政いよいよスタート　～信頼される足立区をめざして～」日時=10月8日(月) ～
14日(日)、午前9 時/ 午後0 時30分/ 午後9 時　放送局= ケーブルテレビ足立　問先= 広報係　3880 ―5815

古紙配合率100%再生紙を使用しています
H. M　293, 200


